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1. はじめに 
語彙に焦点を当てた教材は、言語学習を支える
基本的なツールのひとつである。辞書、語彙リス
ト、フラッシュカードのように情報を提示する教
材だけでなく、多肢選択問題や穴埋め問題などの
知識の確認・定着を目的としたクイズ形式の教材
も、広く学習に使われている。 
近年はウェブサイトやスマートフォン用のアプリ
の形の教材も一般的になり、それらは検索性が高
く、情報が多くても柔軟に表示できるという長所
がある。その一方で、教師が授業や自律学習支援
のために制作する語彙教材はというと、形式や内
容が固定された紙媒体のリストであることが依然
として多い。これには、特にデジタルベースの語彙
教材を制作するのに必要な語彙データの作成、整
理、画面や機能の設計・実装などが、教師にとっ
て技術的・心理的な負担が大きい、ということが
関係していると見られる。 
しかしながら、近年の生成AIの普及によって、
この状況は変わりつつある。生成AIが語彙データ
の作成や整理を支援できるようになり、教師によ
る教材制作はもちろん、学習者が自身のニーズに合
わせて教材を制作することも容易になってきた。 
本稿では、まず従来の語彙教材制作が抱えてい
た課題を整理し、生成AIがそれをどう解決しつつ
あるのかを論じる。さらに、教師だけでなく学習
者も教材制作ができるようになった状況をふま
え、完成された教材を提供するだけではない、新
たな教材観と教師の役割について考察する。 

2. 従来の語彙教材制作の困難点 
2.1 語彙データの作成 
筆者はこれまで、主に日本語教育分野において
ウェブ教材の制作支援を行ってきた。その経験から
見ると、語彙教材の制作には、まず語彙データそ
のものを整備する作業の大変さがある。これは大
きく「語彙データの作成」と「教材設計に応じた
データベース化」に分けられる。 

まず「語彙データの作成」についてである。教
材で扱う語彙の選定は、単に初級・中級といった
日本語レベルだけでなく、特定の学習目的・場
面・分野についても考慮する必要がある。筆者の
関わった事例で言うと「介護福祉士国家試験にお
いて出現頻度の高い専門用語」といった設定であ
る。そのため、既存のテキスト、試験問題、専門
分野の資料などを大量に分析し、学習対象とする
語彙を抽出する作業が必要になる。 
さらに、抽出した語彙には、訳語、読み、品詞、
例文、文法情報、使用場面などのメタデータを付
与する必要がある。これらの情報は、学習者が語
彙を理解するために重要なものであるが、特に例
文や翻訳の作成には、学習対象となる分野、すな
わち日本語教育分野以外の専門的知見も必要とさ
れる場合が多く、コストのかかる作業である。 

2.2 教材設計に応じたデータベース化 
次に、作成したい教材の形に合わせた形式で
データを整理する「教材設計に応じたデータベース
化」が、教材制作には必要になる。教材設計にお
いては、多肢選択問題であれば誤答選択肢をどの
ように生成・管理するか、検索機能はどの項目を
対象とするのか、文法情報や使用場面を指定した
リストも任意で生成できるようにするのか、と
いったことを決めなければならない。そのうえで、
データの形式を整え、構造化された列（カラム）
に適切にデータを割り振り、足りないメタデータ
は追加で作成するといったことが求められる。 
筆者がウェブ教材の制作支援をする際も、画面
デザインやプログラムの実装そのもの以上に、そ
の教材の利用者や利用場面に合った情報の提示方
法を教師と考えること、データをその提示方法に
適した種類・構造に調整することなどに、多くの
時間を費やすことになる。 
ウェブ教材を作りたいと考えている日本語教師で
あっても、その教材を支える情報処理技術には必
ずしも詳しいわけではない。データベースとして語
彙を管理することの重要性を十分に理解していな



かったり、データベースの各項目が教材の画面や機
能とどのようにつながるのかを具体的にイメージ
できなかったりするケースの方が、むしろ多いの
である。教師からすれば、ウェブ教材は「何とな
く難しそうなイメージ」であり、実際にやってみる
と「技術的なことを理解していなければ判断すら
難しい」ものなのである。そういった部分を丁寧
に支援するような、技術に明るい人材がいなけれ
ば、スムーズな制作進行や高い教材品質を実現する
のは難しいといえる。 

3. 生成AIが制作のハードルを下げる 
3.1 データの作成コストの削減 
しかしながら、近年の生成AIの普及は、こうし
た状況を大きく変えつつある。ここまで述べたよ
うな語彙教材制作の工程を、生成AIが支援できる
ようになってきたからだ。 
まず、語彙データの作成そのものが容易になっ
た。生成AIに対して学習対象となるテキストなど
を提示し、語彙の抽出に必要な条件を与えること
で、一定の基準に沿った語彙リストを短時間で作
成できる。そうして抽出した語彙に対して翻訳を付
ける、指定した長さで例文を作成する、といった
ことも生成AIが担えるようになった。 
もちろん、生成AIによる出力品質は常に十分と
いうわけではない。語彙の抽出結果が指定の基準
に対応できていないこともあれば、訳語に誤りが
含まれることもある。情報の種類だけでなく、指
定する分野や場面によっても、出力されるデータの
品質は変わってくるだろう。そこは、教師をはじ
めとする専門家による確認と修正が依然として必
要である。 
しかし、コストのかかる工程の多くを自動化で
きる恩恵は大きい。教師はゼロからデータを作る
のではなく、AIが作成したデータを評価し、必要
な部分を修正するという形で教材制作に取り組め
るようになった。 

3.2 教材設計に応じたデータベース化 
さらに重要なのは、こうした作業を、言語処理
やプログラミングの知識を持たない教師でも、比
較的容易に試行錯誤できるようになった、という
点である。従来、語彙をデータベースとして管理す
るには、Excelに代表されるようなアプリケーショ
ンの扱いに慣れているだけでなく、どのような項目
をどのように整理すればよいのか、というデータ
設計の知識も必要であった。 
しかし生成AIは、必要なデータを含むファイル
を生成するだけでなく、適した列構成やデータ形

式も提案してくれる。生成AIとチャットで対話を
重ねながら、教材のイメージを具体化しつつ、そ
の段階に応じてデータを整備していけるのである。
筆者がこれまでウェブ教材の制作支援の現場で担っ
てきた役割の少なくない部分は、今や教師と生成
AIが対話することで代替できつつあると感じる。 
さらに、語彙データが完成した後にウェブ教材と
して仕上げて公開する、という作業に対するハード
ルも格段に下がっている。コードの記述ではなく
自然言語による指示をもとにプログラムを生成・
修正する、いわゆる「バイブコーディング」と呼ば
れる開発手法を用いる教師も出てきた。情報処理
技術には詳しくないが教材のイメージを具体的に
描ける、開発における試行錯誤も楽しめる、とい
う教師にとっては、ウェブベースの語彙教材の制作
は、以前とは比較にならないほど取り組みやすい
ものになったと言えるだろう。 

4. 生成AIは学習環境を大きく変える 
4.1 自作教材も効率化する生成AI 
ここまでは、主に教師の視点から生成AIが語彙
教材制作にもたらした変化を見てきた。しかし、
誰もが自由に利用できる生成AIの存在は、学習者
にとっても大きな意味を持っている。それが学習者
による教材制作を加速させるからである。 
一般に、語彙だけでなく文法、読解、聴解など
を含めた総合的な学習については、教師や出版社
が制作した体系的な内容の教材を利用することが
基本である。その一方で、学習者はこれまでも、
そうした教材をもとに、自分の学習目的や学習段
階に応じた補助的な教材を自ら作ってきた。 
語彙学習の分野で言えば、リング型の単語カー
ドやノート型の単語帳を自作したり、教科書の一
部をマーカーで塗りつぶして下敷きで隠しながら暗
記したりすることは、今でも一般的に行われてい
る。また、PCやスマートフォンを使った学習であ
れば、Quizlet（https://quizlet.com）のようなフ
ラッシュカードが作成できるオンラインサービス
に語彙を登録したり、そこにExcelで作成した語彙
リストをインポートして、自分専用の教材を作った
りする学習者もいるだろう。 
ただ、そのために必要な語彙データを作成する
のには多くの手間がかかっていた。学習したい語
彙を集め、意味を調べ、例文を探し、Excelなどの
アプリケーションまたはサービスの画面に入力す
るといった作業は、単純ではあるがそれなりに時
間を要するものだ。結果として、そうした自分専用
の教材まで作ろうとするのは、学習方法にこだわ
りのある一部の学習者に限られていた。 



生成AIは、この手間のかかる作業を大きく変え
る。学習者は教師と同様に、生成AIに対して教材
のもととなるテキストを提示し、重要語彙の抽出
や翻訳、例文、四択問題の生成などを指示するこ
とで、必要な語彙データを手に入れることができ
る。つまり、教師が教材制作のために行っている
作業の多くを、学習者自身もAIの支援を受けなが
ら行えるようになったのだ。 
さらに近年は、最低限の語彙データを提示する
だけで、分類や翻訳などのメタデータを追加してく
れたり、出題順を調整したクイズの生成や学習管
理までを自動で行なってくれたりするような多機
能なサービス（アプリ）も登場している。教師が
同じものを作ると膨大なコストがかかるような教
材であっても、学習者は非常に低コストかつ気軽
に試すことが可能になっているのである。 

4.2 生成AIそのものが教材になる 
また、そうした作業を重ねて教材を制作しなく
ても、生成AIとの対話そのものが、すでに語彙学
習の有効な手段となっている点も重要である。 
例えば、知らない語彙の意味を質問する、使い
方を説明してもらう、例文を作ってもらう、あるい
はその語を使った問題を出題してもらうといった
ことは、生成AIの得意分野である。授業や教師の
都合を考慮する必要はなく、チャット形式で、し
かも母語でも行える点も、気軽な利用につながる
大きな要因と言える。 
これまで自作教材を作るまでには至らなかった
学習者であっても、生成AIをそのように日常的に
使っているというケースは非常に多いだろう。この
ように学習者にとっては、今や生成AIそのものが
重要な教材、学習環境であると言える。 

5. 変わる教材観と教師の役割 

5.1 完成形ではなく教材データを提供する 
これまで教師は、既存の教材から適切なものを
選ぶか、データ収集から始めて作り込んだ教材を
提供することで、学習者の学習を支援してきた。そ
れをアレンジした教材を作る学習者は一定数いる
ものの、一般的に教材は「教師側が完成品として
提供するもの」と考えられてきたといえる。 
しかし生成AIの普及によって、学習者は自分の
興味や目的に応じた教材を、学習対象となる資料
さえあれば自分で作り上げて学習することも難し
くなくなった。このような状況では、教材制作の
あり方や教師の役割も変わっていく必要があると
考えられる。 

例えば、教師は学習対象となるテキストや語彙
データを、AIや各種学習サービスで利用しやすい
形で学習者に提供し、学習者自身が教材を作るこ
とを支援する、というアプローチも考えられるだ
ろう。また、AIに指示して生成させるだけでは十
分な精度が得られない種類・分野のデータについ
ては、教師が確認・修正した信頼性の高いデータ
を提供することで、学習者の制作する教材の質を
引き上げることもできる。何も完成品の教材を提
供することにこだわる必要がない、というケース
も今後増えていくだろう。 

5.2 データの活用を支援する 
同時に、教材用のデータを提供するだけでな
く、その活用方法を学習者に助言するのも、教師
の重要な仕事となるだろう。その学習者にはどの
ような教材や学習スタイルが適しているのか、どの
ような学習設計をすればよいのか、どんなツール
やサービスが使えそうなのか、データの加工に生
成AIやアプリケーションが具体的にどう使えるの
か。そうしたことを伝えていくことで、学習者のIT
リテラシーや学習者オートノミーを高めるという
のは、教師の新しい役割ではないか。 
その役割を担うためには、教師自身が、いまAI
で何ができるのか、その精度はどの程度なのか、
学習に活用できるサービスやツールはどんなもの
があるのか、それらを使う際に障壁になることは
何かといったことを、情報収集し、自ら試しなが
ら、常に学び続ける必要がある。 
これは非常に大変なことではあるが、生成AIに
よって教材制作の効率化が進んだことで浮いた時
間が活用できる、と考えて取り組んでいくしかな
いのであろう。 

6. おわりに 
本稿では、生成AIの普及によって、語彙教材制
作の技術的・心理的な負担が小さくなってきてい
ることを示した。このことは教師だけでなく学習
者にも当てはまり、それが自律的に学習しやすい
環境を生む流れにもなっている。教師は、完成さ
れた教材を提供するだけでなく、時に教材のベース
となるデータを学習者に提供し、それをうまく活
用するための支援を行うような役割も求められる
ようになるだろう。 
学習者にとってより良い学習環境とは何か、そ
の設計と構築には何が必要なのかを、時代の変化
に合わせて考え続けることが、これからの教師に
求められる姿勢ではないだろうか。
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